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農
業
者
年
金
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
！

①
若
い
農
業
者
が
加
入
し
や
す
い
よ
う
保
険
料
が

　
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
　　
　
　
　
　

　
（
35
歳
未
満
の
方
で
、
認
定
農
業
者
に
該
当
し
な
い
・

　

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

　

た
す
方
は
、
月
額
１
万
円
か
ら
加
入
で
き
ま
す
）

②
農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢
が
引
上
げ
ら
れ

　
ま
し
た

　
（
農
業
に
従
事
し
、
国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
60
歳

　

以
上
65
歳
未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
）

③
農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時
期
を
自
身
で
選
択

　
で
き
ま
す

　
（
農
業
者
老
齢
年
金
：
65
歳
以
上
75
歳

　

未
満
、
特
例　

付
加
年
金
：
65
歳
以
上
）

　

＊
お
問
い
合
わ
せ
＊

（
独
）
農
業
者
年
金
基
金
業
務
部

　
　
　
　
　
　
　

適
用
・
収
納
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
２
）
３
９
４
４

農
地
は
無
断
転
用
で
き
ま
せ
ん
！

・
農
地
を
住
宅･

資
材
置
場
等
に
利
用
す
る
時

・
一
定
規
模
以
上
の
農
地
造
成
を
行
う
時

農
地
転
用
を
す
る
時
は

【
農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係
】

　

０
７
４
２
ー
３
４
ー
４
７
７
６
（
直
通
）

許
可
申
請
・
届
出
が
必
要
！

　

令
和
５
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
農
業
者
及
び

消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
に
個
別
実
施
し
、
多
く
の

方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
紙
面
の
都
合
上
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

 

問
⑴　
【
回
答
者
の
内
訳
】
回
答
総
数
493
名

　

専
業
農
家
196
名（
40
％
）　

兼
業
農
家
128
名（
26
％
）

　

農
地
の
み
所
有
95
名（
19
％
）　

そ
の
他
74
名（
15
％
）

問
⑵　
【
経
営
状
況
】

　

専
業
・
兼
業
農
家
の
う
ち
83
％
は
家
族
経
営
で
、
う

　

ち
半
数
近
く
の
方
が
、
後
継
者
が
い
な
い
と
の
回
答

　

で
し
た
。

問
⑶　
【
農
地
の
利
用
状
況
】

　

現
状
で
、
自
己
所
有
で
耕
作
し
て
い
る
、
313
名
の
う

　

ち
今
後
も
自
己
所
有
で
耕
作
を
継
続
す
る
と
回
答
さ

　

れ
た
方
は
、
274
名
で
し
た
。

問
⑷　
【
農
地
の
主
な
状
況
】

　

農
地
を
現
状
ど
の
よ
う
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
か

　

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
貸
し
付
け
て
い
る
16
％
、

　

農
地
の
一
部
を
貸
し
付
け
て
い
る
25
％
、
合
わ
せ
て

　

半
数
以
上
の
方
が
、
ご
自
身
で
耕
作
さ
れ
て
い
る
結

　

果
と
な
り
ま
し
た
。

問
⑸　
【
鳥
獣
被
害
の
状
況
】

　
（
鳥
獣
被
害
の
有
無
）　

有
68
％　
　

無
32
％

※

特
に
、
山
間
地
域
で
は
、
85
％
の
方
が
、
被
害
が
有

　

る
と
の
回
答
で
し
た

　
（
加
害
動
物
）
水
稲
を
例
に
統
計
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　

シ
カ
43
％　

猪
39
％　

そ
の
他
18
％

　

※

近
年
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

　
　

す
。

問
⑹　
【
農
産
物
の
購
入
に
つ
い
て
】

　

・
米　
　

自
家
生
産
58
％　

農
家
か
ら
26
％

　

・
野
菜　

ス
ー
パ
ー
40
％　

自
家
生
産
34
％

　

・
茶　
　

ス
ー
パ
ー
47
％　

農
家
か
ら
15
％

　

・
果
物　

ス
ー
パ
ー
53
％　

直
売
所　

19
％

問
⑺　
【
地
産
地
消
へ
の
意
識
】

　

・
奈
良
市
産
を
購
入
27
％　

価
格
優
先
29
％

　

・
生
産
者
・
国
産
18
％　

な
ど

問
⑻　
【
地
産
地
消
に
つ
な
げ
る
に
は
】

　

・
店
舗
拡
充　

33
％

　

・
奈
良
市
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化　

30
％

　

・
直
売
所
新
設　

12
％　

な
ど

　
〔
ま
と
め
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

　
　

か
ら
、
農
業
を
衰
退
さ
せ
な
い
意
見
と
し
て
、
農

　
　

地
の
有
効
活
用
、
担
い
手
育
成
・
支
援
、
農
産
物

　
　

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
価
格
と
品
質

　
　

の
安
定
化
、
農
業
の
魅
力
発
信
及
び
販
路
の
拡
大

　
　

を
望
む
意
見
が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
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農委・推委の声（※委員につきましては、なら農業委員会だより第76号を参照してください）

農業委員

北岡 耕一 委員
（山陵町）

推進委員

中井 正泰 委員
（秋篠町）

　昨年、農業委員に就任さ
せて頂きました。
平城地区は兼業農家が多く
皆様も御承知のごとく、高
齢化が進み、遊休地も多く
なり、住宅化し農地が少な
くなっています。私の家も
同様です。町内の数名が個
々に助けています。若者も
働けるよう町単位で協同組
合を作り、規模を大きくし、
国の後押しもあり自給自足
の国になれば嬉しいです。
今後も農政活動に微力なが
ら取り組みます。

　私の思い出は、小学校通
学路途上に田圃があり、農
繁期は下校途中友達と別れ、
畦道で家族と昼食後の手伝
い、晩秋もみ殻が燃える匂
いで今年もやっと米作りが
終わったと子供心に感じて
いました。
　現在、田圃の周りの風景・
諸事情も変わりました。推
進委員として、諸先輩のご
指導を賜りながら、微力で
すが荒廃地を少しでも無く
す活動に取り組みたいと思
います。

　

令
和
５
年
度
に
お
こ
な
っ
た
「
農
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
ご
意
見
が
あ
っ
た
、

「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」「
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
」「
地
産
地
消
の
推
進
」
と
い
う
農
業
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
奈

良
市
で
、
新
た
な
事
業
の
開
始
や
制
度
の
拡
充

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
（
担
当　

農
政
課
）

○
奈
良
市
農
業
経
営
改
善
事
業
（
新
規
事
業
）

　
　

他
の
農
業
者
の
模
範
と
な
る
経
営
感
覚
に

　

優
れ
た
担
い
手
の
育
成
を
目
的
に
、
意
欲
的

　

な
農
業
者
に
対
し
、
自
身
の
農
業
経
営
を
改

　

善
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
習
得
と
実
践
を
支
援

　

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

○
奈
良
市
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
補
助
金
（
新
規

　

事
業
）

　
　

農
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
の
た
め
に
ス

　

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
導
入
す
る
認
定
農
業
者

　

及
び
認
定
新
規
就
農
者
等
に
対
し
、
導
入
に

　

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

　

※

補
助
率
１
／
２
、
上
限
100
万
円
（
諸
条
件

　
　

あ
り
）

○
奈
良
市
有
害
獣
防
除
施
設
設
置
事
業
補
助
金

　

の
補
助
率
の
一
部
拡
充

　
　

令
和
６
年
度
か
ら
有
害
獣
防
除
施
設
の
高

　

さ
が
１
．
８
ｍ
以
上
の
防
除
施
設
に
対
す
る

　

補
助
率
を
55
％
か
ら
70
％
に
拡
充
し
た
。

　
　
（
一
部
地
域
を
除
く
）

【
担
い
手
の
確
保
・
育
成
支
援
】

【
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
】

○
奈
良
市
地
産
地
消
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
　
（
新
規
事
業
）

　
　

地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
、
内
食
に
お
け

　

る
食
材
購
入
の
選
択
肢
と
し
て
市
産
農
産
物

　

を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、「
農
産
物
の
魅

　

力
」「
調
理
法
」「
購
入
場
所
」
等
に
つ
い
て

　

市
民
に
情
報
提
供
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

　

展
開
す
る
。

【
地
産
地
消
の
推
進
】

○
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
農
業
経

　

営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、「
実

　

質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
、
地
域

　

で
の
話
し
合
い
に
よ
り
目
指
す
べ
き
将
来
の

　

農
地
利
用
の
姿
を
「
地
域
計
画
」
と
し
て
明

　

確
化
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ

　

と
か
ら
、昨
年
度
、意
向
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　

現
在
、
目
標
地
図
の
素
案
づ
く
り
を
す
す
め

　

て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
の
農
業
者
と
、

　

奈
良
市
及
び
農
業
委
員
会
が
協
力
し
、
地
域

　

計
画
策
定
を
す
す
め
る
。

【
地
域
計
画
に
つ
い
て
】
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令和６年 遊休農地解消活動（in 神殿町）令和６年 遊休農地解消活動（in 神殿町）

上：ジョイン

　　ホルダー

左上：作業の様子

左下：接ぎ木を

　　　した様子



　

生
産
緑
地
に
お
い
て
市
民
農
園
を
開
設
す
る
者
に
対
し
、

開
設
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
（
上
限
30
万
円
）

　
　
　
　

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

そ
の
他
：
諸
条
件
あ
り
。
事
前
相
談
制
。

　
　
　
　

詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
へ

【
問
合
せ
】
農
政
課（
０
７
４
２-

３
４-

５
１
４
２
）

　

https://w
w
w
.city.nara.lg.jp

　
　

/soshiki/110/206115.htm
l

-６-
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奈
良
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
市
内
全
域
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
農
地
が
適
切

に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

農
地
の
周
辺
で
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
の
整
理
後
、
所
有
者
の

方
に
利
用
意
向
調
査
等
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
《
実
施
予
定
》

　

令
和
６
年
９
月
〜
11
月
頃

　
最
近
『
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙
や
に
お
い

が
出
て
迷
惑
し
て
い
る
』
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
や
、
苦

情
が
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
は
、
一
部
の

例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
農
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
稲
わ
ら
、
も

み
殻
、
あ
ぜ
の
草
等
の
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
２
」
の
例
外
で
認
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
万
全
の
注
意
を
払
い
、
周
囲
に
、

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
場
合
は
、
風
向
き
等
の
気

象
条
件
、
時
間
帯
、
焼
却
量
な
ど
に
配
慮
し
て
、
周
囲
へ

の
影
響
に
十
分
配
慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

﹃
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
﹄
の
実
施
に
つ
い
て

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

５
類
に
移
行
し
て
か
ら
１
年

少
々
が
た
ち
、
以
前
の
日
常
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
も
異
常
気
象
に

十
分
注
意
さ
れ
、
作
業
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
「
新
が
ん
ば
る
フ
ァ
ー
マ
ー
」
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
大
和
長
岡
農
場
の
長
岡
さ

ん
は
、
各
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
に
注
意
を
払
っ

て
、
接
ぎ
木
手
法
で
苗
を
育
て
ら
れ
て
、Ｊ
Ａ
へ

の
出
荷
の
他
、
個
別
販
売
も
さ
れ
て
お
り
、
個
々

に
き
め
細
や
か
な
対
応
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
ら
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
の
た
め
に
、
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
し
た
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
又
、
全
国
農
業
新
聞
は
、
行
政
・

各
県
の
最
新
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。【
発
行
所　

全
国
農
業

会
議
所
】
購
読
申
込
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

た
は
地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
業
委
員
会 

第
３
部
門

　
　
　
　

村
上　

正
明

◇
野
焼
き
に
つ
い
て
◇
◇

市
民
農
園
開
設
補
助
金
に
つ
い
て




